
 

教育目標の統一                     校長 大 柄 洋 樹 

 ２月を迎え、公立高の推薦入試、私立校の入試を終えました。残すところは３月５日、６日の公立高校入

試のみとなりました。３年生全員と面接練習を行いました。一人一人が自分の言葉でしっかり受け答えをす

る様子に、大きな成長を感じました。高校生活でも一層、自分の将来に向かって力強く歩んで行けることを

期待しています。 

来年度は小中一貫教育を本格的に進めます。美馬牛小学校と美馬牛

中学校の教育目標を統一し、「ともに願い、高め、そして未来へ」と

させていただきます。「ともに」に込めたのは、「子どもが友達と一

緒に健やかな成長をするために、地域・保護者・学校が共に力を合わ

せ、共に同じ目標を目指して、伴って行動していく。」という思いで

す。「願い、高め、そして未来へ」には、「子ども、地域、保護者、

学校の夢や希望の実現に向け、子どもが仲間と切磋琢磨し、様々な困

難を乗り越え、豊かな未来を切り拓いてゆける『生きる力』を身に付

けさせる学校教育を実現する。」という思いを込めました。そして、

美馬牛が目指す子どもの姿を、「生きる力を身に付け、ともにつながり未来へ歩む」と文言の一部を修正い

たしました。 

 来年度は中学校の教科書を選定しますので、教育課程も見直しが必要になります。すでに小学校の教育課

程との関連を図っていますが、教科書の内容変更に対応して参りたいと思います。両校は校舎がかなり離れ

ていますので、小中学生が一緒に活動する場面はかなり限定的ですが、取り組めることから始めていきます。 

３月の主な行事予定 

１日(金)  全校集会 １年キャリアアップ講座 

「木育講話」5･6校時（美瑛中） 

５日(火) 公立高校入試(学力検査、面接６日) 

８日(金) 卒業式総練習 

１１日(月) 同窓会入会式 

１２日(火) 第７６回卒業証書授与式 

１３日(水) 公立高入試追検査日 

１４日(木) 職員会議(午前授業) SB 13：15 

１８日(月) 公立高合格発表  

２年キャリアアップ講座「町長講話」 

2～4校時（美瑛中）           

２０日(水) 春分の日 

２６日(火) 修了式 離任式 SB 11：45 

２７日(水) 学年末休業・学年始休業（～４月７日） 

※4/8 着任式･始業式･認証式･入学式 

※本通信は、個人情報保護の観点から、ご家庭でのみお読みください 

美馬牛中学校だより 令和６年２月２７日（火） ２月号 



1･2年生参観日～１年の振り返り・進級に向けて～ 

２月６日（火）今年度最後の１・2年生の参観日が行われました。1年生社会、２年生音

楽の授業参観、その後の全体懇談会では校長より、小中の教育目標の統一についての説明で

した。学級懇談会では１年を振り返って、修学旅行、進級に向けて等の話がされました。 

1･2年生スキー学習～雪不足で心配…でも何とか実施～ 

例年にない温かい天候により雪解けが進み、実施が心配されることもありました。でも何

とか天気も持ちこたえ、スキー場の整備のお陰もあり、３回無事に実施することができまし

た。今年も、インストラクターの鎌上義男さんと斉藤雅司さんにご指導いただき、スキー技

術の向上は勿論、ウインタースポーツの楽しさも教えていただきました。スキーの運搬もし

ていただいています。地域の方に支えていただいていることに改めて感謝しております。 

新 1年生体験入学～４月の入学を待っています！～ 

２月16日（金）新1年生の体験入学が行われました。７名の新1年生が来校し、理科の

授業体験や集会活動に参加しました。理科では、ガスバーナーを使った授業を行いました。

集会活動では、中学校の生活について説明がされ、最後に一人一人へのインタビューで中学

校生活への抱負などを発表してくれました。中学校入学への不安はあると思いますが、教職

員と生徒が温かく迎えます。4月の入学を心待ちにしています。 

ＰＴＡ研修会～小規模校での心理的援助を考える～ 

２月２０日（火）PTA研修会が行われました。３年前に美瑛町のスクールカウンセラーと

して勤務され、本校でも講演していただいた臨床心理士の山田千聖氏の講話を動画で視聴し

ました。内容は、臨床経験の中で、特に小規模校での事例をもとに、親や教師の子どもへの関

わり方への気づきを与えてくれるものでした。大人はとかく、子どもの問題を解決するため

に、子どもにその原因を求めがちになる（直線的思考）。しかし、原因は子ども本人にもわか

らないことが多い（円環的思考）。それより、うまくいっている所に目を向けて、未来志向で

一緒に考えていく姿勢が大事であること。大人自身の労いも大切にすること。あえて触れに

くい話題の感情を共有することも時には大事であること。そして、何より、最後の団士郎さん

の動画「歩道で」のメッセージでもある、子どもに寄り添い、同じ空間を共有する大切さ。今回の講話の〆として

じんわりと心にしみました。「子どもが悩んでいるとき、直線的思考でのみとらえていました。親はすぐ答えが欲

しくて･･･それが子どもをより苦しめていたんだなと思いました。子どもの進みたい方向が定まっていないのに、

結論を出させようとしたり、信じてゆっくり寄り添ってあげられなかったなあと、今気づかされています。」「問題

解決の原因を見つけて解消するというシンプルな理屈が必ずしも通用しないのが『人の心』で、それゆえ、人との

関わり方に正解はなく、とても難しいものだと改めて感じました。」という参加者の感想もありました。気持ちが

少し軽くなり、励まされた、大変有意義な研修会でした。山田先生ありがとうございました。 



第２回学校評価（年度末）を受けて  

結果 項目名 今後に向けて 

成果が得

られた 

生徒・保

護者とも 

３ .３以

上 

●わかりやす

い授業●他者

を考えた行動 

●小中連携の

教育活動●望

ましい職業観

の育成●学校

や教職員の対

応●部活動の

効果●学校環

境 

●第 1 回、昨年度の第 2

回より数値は上がってお

り、教育活動全般にわたっ

て、高評価をいただいた。 

●前回と比較し、保護者と

教職員の評価は全体的に

上がったが、生徒の評価は

－５５となり、特に「１教

育活動の充実」「２外部環

境」「４家庭学習」が下が

り、改善を図っていく。 

課題があ

る 

いずれか 

２ .５未

満 

●家庭学習の

習慣と充実 

●特に「４家庭学習」を第

1回と比較すると、生徒は

５３％→３３％、保護者は

４４％→５６％、教職員は

６７％→100％と生徒の

み評価が下がっている。 

●将来の夢、進学、職業等、

将来の目標の設定や生活

習慣の見直し等を通して

改善を図っていく。 

主なご意

見 

＜第２回目より＞ 

①エアコンの

設置 

②漢検や英検

の推奨 

＜第1回目より＞ 

③ chrome の

活用 

④家庭学習 

⑤教科の先生

との面談 

⑥美馬牛小中

や美瑛中との

決まり事 

 

①現在、次年度設置の方向

で動いています。 

②各教科担任やマチコミ

でアナウンスします。 

③今後も効果的活用の方

法や機会を工夫します。 

④小中での接続も図りな

がら、学習習慣が定着でき

るように働きかけます。 

⑤面談希望があれば、時間

を設けます。 

⑥合わせられるところは

今後も検討し改善します。  
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１教育活動の充実

２地域の環境や人材活用

３わかりやすい授業

４家庭学習の充実

５多様な学習活動・ＩＣＴ

６学習の解決・見通し

７表現力の高まり・言語活動

８他者を考えた行動

９他者を尊重した協力

10小中連携の教育活動

11将来の夢

12望ましい職業観の育成

13基本的生活習慣・健康の維持改善

14自他の生命への意識向上

15自発的な活動への取組

16学校や教職員の対応・リーダー育成

17子どもへの指導と成長・支援教育理念

18部活動の効果

19環境設備

令和５年度 年度末学校評価アンケート結果（三者比較）

生徒 保護者 教職員



能登半島地震被災者への応援メッセージ 

北海道へき地・複式教育研究連盟からの呼びかけにより、元日に起こった能登半島地震で震災にあわれた

方々への応援メッセージを被災者の方に送る取組を行いました。本校では、生徒一人一人がメッセージを書

きました。なお、このメッセージは、全国へき地教育研究連盟ホームページ並びに北海道へき地・複式教育

研究連盟ホームページに掲載されております。一日も早い、被災地の復興を心より願いたいと思います。 


